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者に倣って、皆で描線を指でなぞってみる。おど
るような曲線の感触に、思わず声がゆれ動いてく
る。ひとりの少年が読む。その素直なのびやかな
声に皆が惹かれた。床に横になって母たちが幼い
子を抱いて読む。その穏和な声は、わらべうたの
ように聞こえてきた。円座の中央に若者がひとり
たたずみ、幼い子が歩み寄っていった。予定とは
異なるその無邪気な出来事をも読み込んでいくと、
和やかな多声はコロスのように聞こえてきた。
　からだじゅうで読む。それは、自明とされてい
ることをほぐして、ことばのもとをまるごとから
だに感じて、ことばに遊ぶことである。ワーク
ショップは、自然に皆がひとつの円になって終わっ
た。あらゆる出来事をすべて包みこんでふれあう
その不思議な雰囲気は、まつりに近いものだった。
（文責：寺﨑恵子 ［てらさき・けいこ］ 聖学院大学
人間福祉学部児童学科准教授）
